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１．概要
科目名「教育原理」
対象者　こども学科１年生全員（32名×４クラス）

＜授業の取り組み概要＞
　教育原理は保育士養成と幼稚園教諭免許状取得には必修の科目である。しかしながら，短期大学に入学
したばかりの学生からは，教育原理という科目名を聞いただけで「教育原理なんて難しそう」「言葉も難し
いだろうし面倒くさい」「退屈で眠いだろうなぁ」「だけど必修だから仕方ない」「資格のために我慢するか」
などとの声が，毎年あがる。
　このような学生が教育原理という科目に興味を持ち，積極的態度で授業に臨めるようにとグループワー
クを中心としたアクティブ・ラーニング手法で授業を進め，科目名から受けるマイナスの印象を取り除き，
興味を持って取組める教育原理にしたいと考えてきた。
　しかし，高校を卒業したばかりの学生が，いきなり学生主体の授業を展開することは難しい。そのため，
まず教育原理を学ぶにあたって必要な基礎的知識を教師側から講義形式（これも一方的ではなく発問など
で学生に興味を持たせながら）で学生に伝え，書かれていることや話されていることの理解や自ら考える
ために必要な知識を獲得した上で，グループワーク形式の授業を展開した。また，教育の基本として「教
育とは良くなる可能性を持ったヒトに対して善くする働きかけである」ことを認識し，学生自身の信頼さ
れる保育者となるための学習態度が重要であることを示した。
　本学の幼児教育を目指す学生たちは，はっきりとした目的意識を持ち，それなりの覚悟と心構えを持っ
ているため，学生主体の授業にあたっての学習態度などの約束事も素直に受け止め，授業に臨んでくれる
ことは幸いである。
　このアクティブ・ラーニング手法を採り入れた理由のひとつに，信頼される保育者となるためにも，た
だ単に知識を習得するだけではなく，子供や保護者・同僚・地域など周囲の者に常に関心をはらい，感じ
ることを通して，相手を理解し自ら考え，意見を述べることができる位までのコミュニケーション能力を
つけさせたいとの考えがある。しかしながら，学生たちは高校までの学校生活の中で自らが進んで質問を
したり，自らの意見を述べたりすることには慣れておらず，他人を意識するあまりに発言することにプレッ
シャーを感じることも多いと言う。そのような学生たちが積極的に質問をしたり，発問に答えたり，自分
の意見を素直に述べることができるようにしたいとの思いで，高校までに受けきた授業とは違った授業の
雰囲気作りを行った。
　これらの目的のため，これまでも実施してきた学生主体の相互教授やグループワークを進化させた形で
のアクティブ・ラーニング手法を取り入れた。今回はこの授業の一部の実践報告をしたいと思う。

＜授業のねらい＞
「教育とは何か」について歴史的流れの中で教育の意義と目的を学び，自ら考え，実践する態度を身につ
ける。また考える力と実践力とともに，相互授業などで「伝え・聴く」ことを通して保育者として重要な
コミュニケーション力の向上も図る。

「教育原理」授業をアクティブ・ラーニング手法で
―　学生が興味を持ち，積極的に取り組む授業　－
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＜到達目標＞
相互教授やプレゼンテーション，フィードバックを行うことで「計画」「準備」「交換」「分析」「検証」の必要性・
重要性を認識し，これらを確実に実行できる力と習慣が身につく。
１）教育に興味と関心を持ち，積極的に書籍や資料に接する習慣がつく。
２）自ら資料を読み，その資料を簡潔にまとめる力がつく。
３）相手の意見を聴き，自分の意見を述べるプレゼンテーション力がつく。

＜授業に取り入れた手法＞
※　事前学習	 ※　グループワーク
※　ディスカッション	 ※　プレゼンテーション
※　相互コメント	 ※　相互教授
※　フィードバックテスト

２．授業の内容
　短期大学に入学間もない１年生の学生に，前期２単位で「何を，どのように」教えるかについては毎年
悩むところである。本学では保育士資格と幼稚園教諭免許状を取得するためのカリキュラムを組んでおり，
教育原理はその必修科目である。科目の目標や内容は「授業のねらい」と「到達目標」に述べたとおり，「指
定保育士養成施設の指定および運営の基準について（平成 27 年 3 月 31 日）」に準拠している。しかし，
次に示されている内容すべてを盛り込むには時間的な制約もあり，難しさを感じている。この解消のため
にも授業の実施方法の工夫が重要となっている。

【保育の本質・目的に関する科目】
〈科目名〉教育原理（講義・2単位）
<目標>	 1.教育の意義，目的及び児童福祉等とのかかわりについて理解する。
	 2.教育の思想と歴史的変遷について学び，教育に関する基礎的な理論を理解する。
	 3.教育の制度について理解する。
	 4.教育実践のさまざまな取り組みについて理解する
	 5.生涯学習社会における教育の現状と課題について理解する。
<内容>	 1.教育の意義，目的及び児童福祉等との関連性
	 2.教育の思想と歴史的変遷
	 3.教育の制度
	 4.教育の実践
	 5.生涯学習社会における教育の現状と課題
	 （「指定保育士養成施設の指定および運営の基準について」平成 27 年 3 月 31 日　より）

　また，「指定保育士養成施設の指定および運営の基準」とともに，幼稚園教諭免許状取得の「教職課程コ
アカリキュラム（案）」として「教職課程コアカリキュラムの在り方に関する検討会（平成29年6月29日）」
に次のように示されている教育原理に該当する科目の目標や内容にも沿ったものとしている。

【教育の基礎的理解に関する科目】
　各科目に含めることが必要な事項
・教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想
・教職の意義及び教員の役割・職務内容 （チーム学校への対応を含む）
・教育に関する社会的，制度的又は経営的事項 
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　（学校と地域との連携及び学校安全への対応を含む）
・幼児，児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程
・特別の支援を必要とする幼児，児童及び生徒に対する理解
・教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・.マネジメントを含む）

 【教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想】
＜全体目標＞
　教育の基本的概念は何か，また，教育の理念にはどのようなものがあり，教育の歴史や思想において，
それらがどのように現れてきたかについて学ぶとともに，これまでの教育及び学校の営みがどのように捉
えられ，変遷してきたのかを理解する。

（1）教育の基本的概念
＜一般目標＞　教育の基本的概念を身に付けるとともに，教育を成り立たせる諸要因とそれら相互の関係

を理解する。
（2）教育に関する歴史
＜一般目標＞　教育の歴史に関する基礎的知識を身に付け，それらと多様な教育の理念との関わりや過去

から現代に至るまでの教育及び学校の変遷を理解する。
 （3）教育に関する思想
＜一般目標＞　教育に関する様々な思想，それらと多様な教育の理念や実際の教育及び学校との関わりを

理解している。

３.授業の取り組み（導入―授業実施の取り決め―）
　学生自らが興味と自覚を持って臨める学生中心の展開のために授業実施等の管理も学生自身に委ねた。
個人出席管理表（図1）を学生一人一人に配布し，毎回学生自身で得点を記入することで自身の到達度も
確認することができるとともに，自己管理への意識を持たせたいと考えた。
 　この管理表には「授業参画」「質問・発表」「感想」「提出物」「ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ」「授業の要点」の記入欄を設
けており，学生はそれぞれに自分の獲得した点
数を記入し，現時点での獲得得点を把握できる
ようにしている。
　また，毎回の授業終了後には，図2のとおり「今
日の授業の感想」「質問や意見」「教師の授業評価」
「学生の自己態度評価」を記入し，翌週提出させ
ることにしている。学生が記入した感想や質問
などに対しては，翌週までに教師がすべて目を
通して次回の授業で回答をしている。このフィー
ドバックは教師と学生の間に信頼感を芽生えさ
せてくれている。
　このように，学生からの質問や意見に対して
速やかな教師からのフィードバックは教師に
とって負担も多く，授業進度も遅滞する場合も
あるが，学生が授業や学習に取り組むモティベー
ションを高めることに役立っていると学生から
の評判は良い。この毎回の教師と学生との意見
交換で学生自身にも質問や意見を述べることが

「教育原理」授業をアクティブ・ラーニング手法で

図 1：学生各自が記入する個人出席管理票
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習慣づけられ，学生同士のグループワークの運営
にも役立っていると考えている。
　また，毎回の授業における教師の授業評価や学
生自身の受講態度評価も，お互いに適度な緊張感
が生まれることで授業にも良い雰囲気を創りだし
ていると感じている。
 　
４．授業の取り組み
　（グループワークとプレゼンテーション）
　学生主体のワーク活動においては， 1グループ3
～4人（これまでの経験で5人では多い）で編成し，
個人ワーク（事前学習）を前提にしたグループワー
クを実施している。
 　まず，教師が教育について基礎的な講義を2コ
マ程度実施した後，「教育とは」について自分自身
 の考えを基に，グループメンバーで話し合い，考
え，模造紙を作成して発表するという課題を与え
る。学生に事前課題を与え25項目程度「教育と
は」について箇条書きにしたものをグループでBS
法を応用した形で整理し，カードに書き込み，分
類し，タイトルをつけるというカード式で行った
（図3）。　次に分類したカードを系統的に配置し，
模造紙に貼り付けた後，メンバーが協力しながらプ
レゼンテーションの台詞を考えさせる。この自らの
模造紙に記入した内容をグループのメンバー全員が
それぞれ1回は他のグループのメンバーに説明しな
ければならないよう設定する（このために発表の回
数はグループメンバー数となる）。発表については，
聴いた他のグループメンバーからのフィードバック
と個人でのフィードバックを行い，次へのステップ
アップへの期待と自信を持たせるように配慮してい
る（このためマイナス評価ではなく優れた点の評価
をする）。
　この時期の新入生はまだ友人関係が十分に確立されていないので，遠慮や戸惑いもいたるところで見ら
れる。しかしながら，一定の時間内に一連の作業を終え，完成させなければならないことから，自然とリー
ダー・フォロワー関係も生まれ，互いに協力・協働しあう仲間意識が生まれてくるようになる。これら作
業においては学生のペースを見ながら，ゆっくりと時間をかけ，それぞれが理解し合うことができるよう
に配慮した。
　この作業については授業終了後の学生の感想に次のように述べられており，学生自身も自ら活動したこ
とで自信を深めたように思われる。
 「教育原理の授業の中で興味関心を持ったのはグループワークです。高校の頃はグループワークの授業が
ほとんどなく，あまり話し合うことに慣れていなくて不安でした。実際にグループワークをしてみて，み
んなで話すことの大切さ，楽しさに気づきました」とグループワークに楽しさを覚えたことや「グループ
活動も多くて発表することがたくさんありました。人前で発表することが苦手だった私はこの授業がすご

図 2：毎回提出の授業の感想と質問用紙

図 3：書き出したカードの内容吟味
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くいい練習になったと思います。この授業がなかっ
たら，人前での発表に相変わらず嫌なままだったと
思っていたので本当に良かったです」という人前で
の発表の自信がついたと述べるなど，他のグループ
の学生から良い評価を受け，ほとんどの学生がグルー
プワークから得るものの大きさを実感しているよう
であった。
 
５．授業の取り組み
　（相互教授とフィードバックテスト）
　これまでの一連のグループワークでワークの楽し
さと自信をつけた学生の次のステップは「相互教授」
であった。これはグループのメンバーが各自テキス
トの担当部分を要約し，用紙に作成した資料を用い
てグループメンバーに教え合う作業である。この相
互教授の後，担当部分の内容についてのフィードバッ
クテスト（教師作成）があるため，教える側も教え
られる側も互いに真剣で，緊張感が生まれる（個人
点とグループ点で得点を競う）。
　学生は担当した部分を事前にイラストや表，カラー
マーカーペンを使ってわかりやすい資料作成をし，
それをもとに担当部分を教える（図6）。教える内
容についてはポイントを3～５項目程度に絞りメン
バーに伝えたいことを事前に準備資料として書き出しておく ことを伝えておく。説明時間は1人7分（程度）
とし，説明と質問もこの時間内に行う。説明はメモを取りながら聴き，その後5分程度の確認時間を取り，
フィードバックテストに臨むのである。
　この相互教授の一連の流れは次のとおりである。
１．グループメンバーで担当範囲を決める
２．担当部分をまとめ，メンバーに教える
３．フィードバックテスト（個人解答）
４．グループで話し合い（グループ解答）
５．担当部分が同じ他のグループメンバーと
　　資料評価と評価の理由を発表し合う
６．獲得得点の個人・グループ評価
７．教師への質問（個人・グループ）
８．教師が学生の疑問や質問へ回答

　この相互教授を行った後の学生からの共通した感想は次のとおりである。
＊メンバーに責任があるので一所懸命準備した
＊グループのために遅刻も休みもできなかった
＊グループのために資料を工夫した
＊責任があるのでプレッシャーがかかった
＊資料作りが時間がかかり大変だった
＊相手に分かるように発表するのが難しかった

図 4：ボディーランゲージを交えた発表

図 5：一度に各グループが一斉に発表
聴く側も真剣な様子

図 6：イラストなどを使った教授資料
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＊自分が内容を理解しないと相手には伝えられない
ことが分かった　　　　　　　　　　　

＊メモをとることが大切だと気づいた
＊分からないことを確認する大切さがわかった
＊他人の発表を真剣に耳を傾け聴かないと失礼だと
思った　

6．さいごに
　アクティブ・ラーニングのいくつかの手法を取り
入れ実施した授業の一部を紹介した。この授業で，
学生たちはそれぞれの課題の終了後にフィードバッ
クを行い，自らの活動の点検と評価を行うことで達
成感を感じられたようであった。
今後の課題としては「教育原理」の内容すべてを１
年生前期１５コマの授業で消化することは困難であ
ることから，保育原理など隣接科目の担当者とも内
容のすり合わせを行い，教育原理としての重点を絞
り全体構成を見直すとともに，新入生が教育原理に
興味を持って積極的に参加できる授業を展開しなけ
ればならないと考えている。
 
＜参考までに＞
　参考までに教育原理の第１回の授業と最終回の授
業の学生の感想は以下のとおりである。

（第１回の授業を終えて）
＊　シラバスを読んだときに授業内容が難しいという印象でした。初めて授業受けて積極性を養い，考え
方を豊かできると思いました。

 ＊　教育原理はもっと堅苦しくて，難しそうなイメージでしたが，そんなことは無く，楽しい授業とわかっ
たので頑張りたいです。

＊　教育原理は難しそうで授業を受けていかれるが心配だったけれど，グループワークをすると聞いて興
味を持ち積極的な態度で取り組めそうです。

＊　教育原理を受けて1番初めに感じたのは先生の授業スタイルでした。正直このスタイルの授業は初め
てで驚きました。普通の授業ではなく全員が参加しているなと感じる授業だった。だから楽しかったし，
次の授業も楽しみだ。

＊　この授業受ける前は正直難しそうだし，ついて行けるが分からないし，嫌だなぁって思っていましたが，
授業受けて質問に答えるゲーム形式で授業が楽しく思えました。

（授業15回を終えて）
＊　グループで文章を1人ずつ要約して発表したのが印象に残っています。その理由は同じ文章であって
も他のグループの人が要約したのとは違って驚きました。その違った要約の中でも結局言いたいことが，
お互いに見つかるのが凄いと思いました。

＊　最初は書くことがたくさんあってめんどうくさいなと思っていましたが，授業が進むにつれて授業の
内容も理解できるようになって楽しくなってきました。また分からないことがあったとき，質問できた
ことで自分だけで答えを出したり，わからないままモヤモヤしないで良かったです。

図 8：担当部分が同じの他のグループのメンバー
と教授資料の評価をし，最も良かった資料
をその結果を理由とともに発表

図 7：資料に基づいての教授，聴く側も必死でメ
モ取り
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＊　教育原理の授業の中で興味を持った事は教科書
や資料見ながら自分で大切なところを抜き出し，
それについて班の人たちとグループワークを行っ
たことです。自分でまとめたものを友達同士で発
表しあったり，見せあったりしたら，人はそれぞ
れ同じものを見ていても，書いてあることやまと
め方が違っていてとても面白いと思いました。ま
た，発表した際に他のグループの人たちの発表を
聞き，違った考えだったので友達同士で保育に関
する意見や改善策を交換しあったりでき，とても
良いと思います。

＊　グループワークで意見を相手に伝えることやメモの取り方，他人とのコミュニケーションの取り方に
ついて勉強できて，自分の苦手なことを一度に練習できたと思います。

＊　少人数のグループに分かれて，そのグループの中で発表をし合って，他の人の発表や意見を聞くこと
ができ，自分では考えられないような意見なども聞くことができて，とても良い機会となりました。発
表することは苦手でしたが，授業を通して意見を言うことで，グループが良い方向に向いて，まとまっ
た発表ができるようになり，とても良い経験になったので，人前に出て意見を言うことを怖がらずにで
きると思います。

＊　授業の中で関心を持ったのはグループ活動で私自身が調べたレポートの内容全てです。その理由はグ
ループ活動することでの責任感も強くなっただけでなく，自分で調べての発表レポート作成だったので
一番頭の中に残りました。

＊　この授業をうけるまでは，自分の思ったことを発表することが恥ずかしくて，あまりできなかった。
教育とは何かと聞かれても，深く考えたことがないし，教えることなどできませんでした。この授業を
受けてからは，教育とは何かなどとはっきりとした答えを出すことができます。

＊　教育原理の中でとても気になったのが言葉に含まれている意味がとても深いことでした。だからこそ
教育原理で教育とはどんなことなのか，また何が子どもにとって重要なのかなど，この授業で学んだこ
とを現場で活かしたいと思います。

図 9：発表を聞いての自己確認作業
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